
状況写真

秩父県土整備事務所

秩父陸橋平面化事業の進捗状況について

秩父陸橋の概要

橋 長：31.80m（３径間）

幅 員：11.35m

年 次：昭和３２年竣工（６7年経過）

点 検：健全度Ⅲ判定（H29実施）
区分Ⅲ：早期措置段階

その他：第一次特定緊急輸送道路

撤 去 工 法
（油圧による静かな工法で

騒音・振動を抑制）

静かな工法で撤去を行い騒音・振動を抑制 進捗状況 （令和８年４月末時点）

74
％

大滝側熊谷側

着工前 11月末 12月末

１月末時点

内容

① 橋体を削孔

② 油圧機を挿入

③ 油圧機でひび割れを誘発・破砕

至 大滝至 熊谷

本 体 部
（R7.9撤去）陸橋撤去完了

擁 壁 部
（R7.3撤去）

迂回路設置完了
陸橋撤去着工前

擁壁部撤去中 擁壁部撤去完了

本体部撤去前本体部撤去中本体部撤去完了

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

迂 回 路

工   事

陸橋撤去

工   事

支  障

移  設

道   路

工   事

無電柱化

工   事

交 差 点

工   事

地中配線

工   事

工事スケジュール

今後の工事イメージ

年度
内容

R6.10

R7.9

R9.3車道部供用開始 R10.3平面化事業完了

歩道 約4.3m

0.3m

0.5ｍ 車道4.5m 車道4.5ｍ 0.5m

0.3m

歩道 約4.0m

道路全幅 約19.0m
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既存水道管

既存ガス埋設管

既存埋設電話線

既存水道管

既存ガス埋設管

縁石

路肩

縁石

路肩

無電柱化　管路

無電柱化　管路 無電柱化　特殊部

アスファルト舗装　5cm+5cm

路盤（砂利）30cm+34cm

横断図（一般部）

横断図（特殊部）

平成 ８ 年 秩父太平洋セメント引込線を廃止

平成２１年 秩父陸橋の平面化要望  （秩父市から秩父県土へ）

平成２４年 秩父陸橋の保全・活用について要望
                  （秩父商工会議所から秩父市へ）

平成３０年 秩父陸橋の早期撤去の要望  （上野町町会、上宮地町会から秩父市へ）

     国道１４０号秩父陸橋平面化に関する要望

             （秩父市から秩父県土へ）
     秩父陸橋の保全・活用について要望取下げ

平面化要望を受け、平成３０年度から事業着手
・ 秩父市のまちづくりに寄与 ・ 秩父陸橋の維持管理費を縮減

平成３０年度  秩父陸橋撤去詳細設計及び迂回路検討

令和 元 年度～平面化詳細設計・迂回路線形検討（警察協議（計画段階）完了）

令和 ３ 年度 秩父陸橋の平面化に伴う要望（渋滞対策）

平面化交通解析実施

令和 ４ 年度 秩父市長へ交通解析結果報告（秩父市長了承済）

※現在、迂回路詳細設計・用地測量作業中（警察協議中）

また、都市計画変更に向け関係機関協議を実施中
（関係機関：警察・西武鉄道・秩父鉄道・秩父市・秩父県土）

平成 ８年 秩父太平洋セメント引込線を廃止

平成３０年 秩父陸橋の早期撤去の要望  （上野町町会、上宮地町会から秩父市へ）

   Ｒ１４０ 秩父陸橋平面化に関する要望 （秩父市から秩父県土へ）

平面化要望を受け、平成３０年度から事業着手
秩父市のまちづくりに寄与 ・ 秩父陸橋の維持管理費を縮減

凡例

既設構造物

道路構造物

電線共同溝

既設水道管

既設ガス埋設管

既設電話線

無電柱化（電線共同溝形式）工事を行いながら、国道１４０号本線や交差点などの道路工事を進めていきます。

道路横断図
電線共同溝イメージ

道路工事イメージ

ガス
上水
下水

電 線
管理者

※配線工事完了後、既存電柱抜柱

※迂回路撤去を含む

秩父県土整備事務所

R9.3

R10.3

R9.3

R8.3



平面化事業完了イメージ
秩父県土整備事務所

・防災力の向上

・景観の改善

・歩行空間の確保

電線地中化により

電線＆電柱の除去

・道路の平坦性向上

・自動車環境影響の改善
（騒音・排気ガス等）

・歩行者空間の確保

秩父陸橋の撤去

令和１０年頃

before

ａｆｔｅｒ

車道部供用開始

令和９年３月

歩道部供用開始

（平面化事業完了）

令和１０年３月
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